
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２６年３月２５日 

 

第２０回 豊川市地域公共交通会議 資料 
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平成24年4月～平成25年3月

路線名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

豊 川 国 府 線 762 905 823 881 697 746 806 797 606 724 789 600

千 両 三 上 線 701 645 732 701 745 730 780 792 842 652 665 684

ゆうあいの里小坂井線 692 752 711 758 805 776 747 779 790 648 708 751

一 宮 線 724 862 650 725 711 660 814 756 768 736 791 891

音 羽 線 529 537 574 599 769 612 598 633 529 469 413 526

御 津 線 360 378 349 338 420 308 403 416 429 333 474 459

音羽地区地域路線 1011 861 810 903 813 731 794 788 712 560 613 750

御津地区地域路線 357 380 404 339 207 354 389 424 306 324 341 329

一宮地区地域路線 674 882 622 754 632 573 722 724 556 785 769 725

御油地区地域路線 368 284 243 209 188 277

合 計 5,810 6,202 5,675 5,998 5,799 5,490 6,421 6,393 5,781 5,440 5,751 5,992

平成25年4月～平成26年3月

路線名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

豊 川 国 府 線 545 787 797 933 742 854 818 816 660 570 643

千 両 三 上 線 668 689 745 874 814 856 956 990 967 819 914

ゆうあいの里小坂井線 622 685 736 771 803 711 738 700 759 642 673

一 宮 線 884 813 857 856 849 850 935 912 749 795 782

音 羽 線 503 551 543 766 693 599 732 638 658 543 603

御 津 線 432 615 660 629 599 699 735 670 657 510 562

音羽地区地域路線 850 749 775 809 743 692 816 729 690 599 603

御津地区地域路線 360 466 417 380 169 389 433 423 355 406 394

一宮地区地域路線 709 791 626 777 662 539 816 801 521 611 574

御油地区地域路線 205 219 261 307 273 312 271 356 307 248 272

合 計 5,778 6,365 6,417 7,102 6,347 6,501 7,250 7,035 6,323 5,743 6,020 0

平成24年度合計
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１－１．豊川市コミュニティバス利用者数の推移 

平成２４年度以降のバス利用者数の推移を以下に示します。 

現在は冬季時期のため、やや利用者数が下がっていますが、昨年、一昨年も当時期は

利用者数が下がっているため、例年通りの推移と考えられます。 

現在、運行開始からの２８カ月間の総利用者数は１６．９万人を超えています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１－２．路線別の月別利用者数の推移 

平成２４年度以降、平成２６年２月までの路線別の利用者数推移を以下に示します。 

平成２５年１０月に７，２００名を超える利用があり１か月の利用者数が最も多くな

りました。また、平成２５年度の利用者数は、２月の実績時点で昨年度の利用者数を上

回っています。 

平成２５年度は４月を除くすべての月で、前年の利用者数を上回っており市民病院の

移転時の路線変更の効果が表われていると考えられます。 

 
 
 

１．【報告事項】平成２６年２月までの豊川市コミュニティバスの運行実績 

図 豊川市コミュニティバスの運行実績 

表 豊川市コミュニティバスの運行実績 
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２－１．豊鉄バス新豊線及び豊川市コミュニティバス一宮線の「砥鹿神社前」バス停位置変更 
新城・本宮の湯方面の砥鹿神社前バス停の位置を変更します。 

豊川駅前方面のバス停位置やダイヤ、運行本数、系統距離等は変更ありません。 

変更は、平成２６年４月１日を予定しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．【協議事項】基幹路線や地域路線の運行計画の変更 

新城・本宮の湯方面 

北へ約 22ｍ移設 

至 新城・本宮の湯 

至 豊川 IC 豊川駅 

 

約 22ｍ移設 現在 

変更後
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２－２．御油地区地域路線の運行計画の変更 
御油地区地域路線について、利用者の利便性確保のため、運行本数の増便、運行経路、バ

ス停位置について変更を行います。 

路線変更は、平成２６年５月１日を予定しています。 

 
（１）運行概要 

 

変更後の運行概要 

項 目 内 容 

運行事業者 豊鉄タクシー株式会社 

運行ルートの概要 
御油地区内を運行して基幹路線の豊川国府線、音羽線、御津線、

名鉄線国府駅と接続します。 

起点 国府駅 

主な経由地 ピアゴ国府店、東沢２区集会所、東沢３区集会所 

終点 国府駅 

延長（１巡） ８．５㎞→８．６㎞ 

所要時間（１巡） ４３分（変化なし） 

運行本数（運行日） 
６本／日→８本／日 

（毎日運行 ※運休日：１月１日～３日） 

車両 
大きさ ジャンボタクシー 

台数 １台 

バス停数 １６箇所→１９箇所 

他路線との 

乗継可能 

バス停 

鉄道 ●名鉄：国府駅 

民間バス路線 なし 

基幹路線 ●豊川国府線、音羽線、御津線：国府駅 

地域路線 なし 

運賃体系 １乗車２００円 

その他の料金設定 

ａ．未就学児：半額。但し、同伴者１人につき１人まで無料 

ｂ．小学生：半額 

ｃ．身体障害者手帳及び療育手帳を所持している方と、その付

添人１人：半額 

変更日 平成２６年５月１日 

 

 

※赤字部分は追加・変更箇所です。 

 
（２）運行ダイヤ 

運行ダイヤを以下に示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【変 更 前】 

バス停名称 1巡 2巡 3巡 4巡 5巡 6巡

9:30 12:00 13:30 15:30 16:30

9:33 12:03 13:33 15:33 16:33

9:37 12:07 13:37 15:37 16:37

9:39 12:09 13:39 15:39 16:39

9:41 12:11 13:41 15:41 16:41

8:00 9:45 12:15 13:45 15:45 16:45

8:02 9:47 12:17 13:47 15:47 16:47

8:03 9:48 12:18 13:48 15:48 16:48

8:04 9:49 12:19 13:49 15:49 16:49

8:06 9:51 12:21 13:51 15:51 16:51

8:08 9:53 12:23 13:53 15:53 16:53

8:09 9:54 12:24 13:54 15:54 16:54

8:11 9:56 12:26 13:56 15:56 16:56

8:12 9:57 12:27 13:57 15:57 16:57

8:13 9:58 12:28 13:58 15:58 16:58

8:14 9:59 12:29 13:59 15:59 16:59

8:18 10:03 12:33 14:03 16:03 17:03

8:19 10:04 12:34 14:04 16:04 17:04

8:21 10:06 12:36 14:06 16:06 17:06

8:25 10:10 12:40 14:10 16:10 17:10

8:28 10:13 12:43 14:13 16:13 17:13

国 府 駅

ピ ア ゴ 国 府 店

ヤ マ ナ カ 御 油 店

八 面 前

御 油 橋 西

坂 中

東 山 西

坂 下

東 沢 ３ 区 集 会 所

東 山 入 口

東 沢 ２ 区 集 会 所

坂 上

御 油 橋 西

八 面 前

ヤ マ ナ カ 御 油 店

ピ ア ゴ 国 府 店

東 山 北

東 山 東

東 山 南

第 二 保 育 園

国 府 駅

【変 更 後】 
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（３）変更後の路線図 

変更後の路線図を以下に示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

第二ちびっ子広場（新設） 

坂下東（新設） 

 

東沢３区集会場バス停付近の運行ルート 

至坂下東 

至東山入口

※赤い矢印の場合、東沢３区集会場は停車しません。 
 青い矢印（坂下東方面）のみ停車します。 

 
 

 
 

 
 

東山東（移設） 

坂下→坂下西（名称変更） 

デイサービスうらら（新設） 

■ 新設キロ：0.60 ㎞ 

■ 廃止キロ：0.54 ㎞ 
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３－１．連携計画評価に向けたフロー 

本年は、連携計画策定後３年目に当たり、短期計画期間の評価年度となっていますので、

始めに連携計画の評価（Check）を行い、目標達成状況を確認しました。 

そして、今後も目標達成に向けて取り組むために、前回会議で整理した評価指標に基づ

いて、コミュニティバスの評価を行いました。 

次年度以降に、これらの評価を踏まえて課題の整理を行い、具体的な取り組み（Action）

を検討していきます。 

 

３．【協議事項】連携計画の評価と評価指標による豊川市コミュニティバス路線の評価 

連携計画で掲げる目標の達成を目指すための 

具体的な取り組み 

【
平
成
２６
年
度
以
降
】

【
平
成
２５
年
度
】 

第２０回会議 

○連携計画の目標達成状況の把握 

○目標を達成するために行う事業の取組状況の把握

評価 評価項目 

個々の路線単位の 

評価 

路線の利用者数に関する評価 

運行効率に関する評価 

路線ネットワーク 

全体の評価 

路線体系の評価 

乗継に関する評価 

地域への効果に関する評価 

市民・地域・利用者 

視点の評価 

バスの運行に対する満足度の評価

周知・認知状況の評価 

路線の特徴を把握 

連携計画のスケジュール 

３章全体が、連携計画全体のＰＤＣＡサイクルの 
“Ｃｈｅｃｋ”の段階となります。 

Ａ ction 

PDCA サイクルの連携計画の評価  （Check） 

豊川市地域公共交通総合連携計画の評価 

評価指標によるコミュニティバスの評価 
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 評価期間
利用者数
（人/月）

4月 5,778
5月 6,365

6月 6,417
7月 7,102

8月 6,347

9月 6,501

10月 7,250
11月 7,035

12月 6,323
1月 5,743

2月 6,020

3月(見込み） 6,488
合計 77,369

３－２．連携計画の評価 

（１）連携計画の目標値 

① 市域全体の目標 

豊川市地域公共交通総合連携計画（豊川市公共交通基本計画）で掲げた目標は、次のとおりとなって

います。 

目  標 
平成 21 年度 

実績 

平成 25 年度 

数値目標 

平成 25 年度 

予測値 

目標１ 
市内を運行するバス路線の利用者数

の増加 
49,807人/年 9万人/年 7.7万人/年 

目標２ 
公共交通の利便性の市民満足度の向

上 
４２．９％ ４８％ ４３．４％ 

目標３ 
地域主体で検討したバス路線の運行

実施地域数の増加 
０地域 ４地域 ４地域 

目標４ 
市内を運行するバス路線の収支率の

向上 
１４．８％ １３％ １０．６％ 

 
② 目標の達成状況 

【目標１：市内を運行するバス路線の利用者数の増加】  
年間利用者目標 90,000人/年 

年間利用者実績 77,369人/年 

達 成 度 ８６％ 

※評価の期間は平成 25年４月～平成 26年３月のため、平成 26年３月は見込み利用者数として、路線
ごとで昨年度の実績比から下記式に基づいて算定。 

 （H25.4～H26.2月実績）÷（H24.4～H25.2月実績）×（H25.3月実績）＝（H26.3月見込み） 
 

平成 25 年度の月別利用実績と年間利用者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【目標２：公共交通の利便性の市民満足度の向上】 

市民満足度の把握は、平成 25年度の豊川市民意識調査の結果をもとに評価を行います。 
 

市民満足度の目標 ４８％ 

市民満足度の実績 ４３．４％ 

達 成 度 ９０％ 

 
【目標３：地域主体で検討したバス路線の運行実施地域数の増加】  

運行実施地域数の目標 ４地域 

運行実施地域数の実績 ４地域 

達 成 度 １００％ 

 
地域主体の運行実施路線 

路線名 地域の検討主体 運行開始日 

音羽地区地域路線 
（つつじバス） 

音羽地域公共交通運営協議会 平成 23年 11月 1日 

御津地区地域路線 
（ハートフル号） 

御津地域路線運営協議会 平成 23年 11月 1日 

一宮地区地域路線 
（本宮線のんほい号） 

一宮地域公共交通運営協議会 平成 23年 11月 1日 

御油地区地域路線 
（ごゆりんバス） 

御油地域バス路線協議会 平成 24年 10月 1日 

 
【目標４：市内を運行するバス路線の収支率の向上】  

収支率の目標 １３．０％ 

収支率の実績 １０．６％ 

達 成 度 ８１．５％ 

 
豊川市コミュニティバス路線の平成 25年度の収支見込み（単位：千円） 

項 目 収 支 見 込 

運行経費（Ａ） 115,981           

運賃収入（Ｂ） 11,541 
収入計 12,329           

車体広告掲載収入（Ｃ）   788 
収支率（Ｂ＋Ｃ）／（Ａ） １０．６％ 
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月
3月

(見込み)
運行経費
（Ａ）

運賃収入
（B）

車体広告掲載収入
（C）

収支率
（B+C）／（Ａ）

豊川国府線 545 787 797 933 742 854 818 816 660 570 643 574 8,739 24 18,817,664 1,403,984 288,000 9.0%

千両三上線 668 689 745 874 814 856 956 990 967 819 914 796 10,088 28 12,326,349 1,718,506 26,400 14.2%

ゆうあいの里小坂井線 622 685 736 771 803 711 738 700 759 642 673 721 8,561 24 12,837,104 1,457,868 110,400 12.2%

一宮線 884 813 857 856 849 850 935 912 749 795 782 1,009 10,291 28 9,169,272 1,481,241 0 16.2%

音羽線 503 551 543 766 693 599 732 638 658 543 603 574 7,403 20 11,839,816 1,131,203 68,400 10.1%

御津線 432 615 660 629 599 699 735 670 657 510 562 738 7,506 21 13,600,766 1,183,479 55,200 9.1%

3,654 4,140 4,338 4,829 4,500 4,569 4,914 4,726 4,450 3,879 4,177 4,412 52,588 145 78,590,971 8,376,281 548,400 11.4%

音羽地区地域路線 850 749 775 809 743 692 816 729 690 599 603 703 8,758 24 11,900,759 1,510,050 110,400 13.6%

御津地区地域路線 360 466 417 380 169 389 433 423 355 406 394 361 4,553 15 8,982,264 402,034 51,700 5.1%

一宮地区地域路線 709 791 626 777 662 539 816 801 521 611 574 700 8,127 35 7,377,384 701,362 36,000 10.0%

御油地区地域路線 205 219 261 307 273 312 271 356 307 248 272 312 3,343 9 9,129,698 551,939 42,000 6.5%

2,124 2,225 2,079 2,273 1,847 1,932 2,336 2,309 1,873 1,864 1,843 2,076 24,781 83 37,390,105 3,165,385 240,100 9.1%

5,778 6,365 6,417 7,102 6,347 6,501 7,250 7,035 6,323 5,743 6,020 6,488 77,369 228 115,981,076 11,541,666 788,500 10.6%

地域路線　計

合　　計

路線名
平成25年度　利用者見込み（単位：人／月）

平成25年度　収支見込み（単位：千円）
※H25.4.01～H26.03.31(3月は見込み)

基幹路線　

基幹路線　計

地域路線　

合計 1日平均

③ 路線別の達成度 

各路線の利用者数及び収支率の目標と実績及び達成度は、次のとおりとなっています。（達成度が 100％以上のものを赤字で示しています。） 
 

路線名 
利用者数 収支率 

H２５目標 H２５見込み 達成度 H２５目標 H２５見込み 達成度 

基幹路線 

豊 川 国 府 線 ６０人/日 ２４人/日  ４０％ 

１３.０％ 

９．０％  ６９％ 

千 両 三 上 線 ２６人/日 ２８人/日 １０８％ １４．２％ １０９％ 

ゆ う あ い の 里 小 坂 井 線 ２８人/日 ２４人/日  ８６％ １２．２％  ９４％ 

一 宮 線 １８人/日 ２８人/日 １５６％ １６．２％ １２５％ 

音 羽 線 ２５人/日 ２０人/日  ８０％ １０．１％  ７８％ 

御 津 線 ２０人/日 ２１人/日 １０５％  ９．１％  ７０％ 

地域路線 

音 羽 地 区 地 域 路 線 ２５人/日 ２４人/日  ９６％ １３．６％ １０５％ 

御 津 地 区 地 域 路 線 ５０人/日 １５人/日  ３０％ ５．１％  ３９％ 

一 宮 地 区 地 域 路 線 ３３人/日 ３５人/日 １０６％ １０．０％  ７７％ 

御 油 地 区 地 域 路 線 １８人/日  ９人/日  ５０％ ６．５％  ５０％ 

※２：評価の期間は平成 25年４月～平成 26年３月とし、平成 26年３月は見込み利用者数として、路線ごとで昨年度の実績比から下記式に基づいて算定。 
 （H25.4～H26.2月実績）÷（H24.4～H25.2月実績）×（H25.3月実績）＝（H26.3月見込み） 

 
 

豊川市コミュ二ティバスの利用及び収支見込み 
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・現在４路線で運行

項目 概要 これまでの主な取り組み

バ
ス
交
通
関
連
事
業

① 基幹路線の新設
通院・買物目的などの
日中の移動ニーズに対して実証運行

・平成23年11月より運行

・未着手だが体育館前、国府駅に設置
検討中

② 地域路線の新設 地域路線の運行

③ 交通結節点の整備 ベンチ、屋根、照明等の整備

利
用
促
進
関
連
事
業

④
バリアフリー対応車両の導
入

新規車両の順次導入
・運行開始時より、バリアフリー車両を導
入

⑤ バス停の待合環境改善 ベンチ、屋根、照明等の整備
・ベンチは４支所とゆうあいの里の５箇所
に寄贈により設置

⑥
新たな料金体系制度の導
入

広域・基幹・地域路線との間での乗継割引の
導入

広域・基幹・地域路線の一体的な料金体系の
検討・導入・改善

⑦
新たな料金支払い方式の
導入

乗継券、定期券、回数券の検討・導入・改善

⑧ 公共交通案内の充実 公共交通マップ、時刻表等の作成

⑨ 周知・広報活動の実施
ホームページ、チラシ、ポスターなどによる周
知・広報

⑩ 利用促進活動の実施
イベント開催による啓発利用意識向上の働き
かけ

⑪ 事業評価 計画ならびにバス路線の評価

・スタンプラリーや夏休み小学生50円バ
ス等を実施

・平成25年度に短期評価
・平成28年度に中期評価、平成32年度
に長期評価を実施予定

・運行開始当初より乗継券を発行し、
H24.10月には回数券を導入

・運行当初と平成25年5月の路線の大幅
見直し時に、マップや時刻表を作成

・運行開始当初より、ホームページ、ポ
スター、広報とよかわなどで情報を提供

・運行当初より２ゾーン運賃制により実
施

（２）目標を達成するために行う事業及びその事業主体に関する事項 

目標を達成するために行う事業の実施状況を以下に示します。 
一部未着手（検討中）の部分はありますが、概ね各項目共に運行開始当初より複数回

にわたり取り組んでいます。 
未着手の部分を含め中長期目標のために、具体的な取り組みを検討実施していきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 事業の取組状況 
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短期：3年後 中期：6年後 長期10年後
(H25年度） (H28年度） (H32年度）

目標１
市内を運行するバス路線の
利用者数の増加

49,807人/年
(H21実績)

7.8万人/年
（H25見込）

9万人/年 11万人/年 13万人/年

目標２
公共交通の利便性の市民満
足度の向上

42.9％
(H21実績)

43.4% 48% 50% 52%

目標３
地域主体で検討したバス路
線の運行実施地域数の増加

0地域
(H2１実績)

4地域 4地域 5地域 6地域

目標４
市内を運行するバス路線の
収支率の向上

14.8%
(H2１実績)

10.6％
（H25見込）

13% 15% 17%

※「市内を運行するバス路線」については、市内と市内を結ぶバス路線は除きます。

目標
現状

（基準年）

数値目標
平成２５年度
達成状況

1,442
1,340

0

500

1,000

1,500

2,000

H24年 H25年 H26年 H27年

1
人
当
た
り
の
負
担
額
（
円
／
人
）

年度

（３）評価の目標値の推移と見通し 

連携計画策定時に設定した４つの目標値の実績と、今後の見込値を以下に示します。 
目標１の利用者数と目標４の収支率は、連携計画の期間中の達成が厳しいことが見込

まれますが、目標値に近づく見通しにあります。 
右図のように、豊川市コミュニティバスの利用者数や収支率は増加傾向、利用者１人

当たりの負担額は減少傾向にあることや、運行開始間もないこともあり、次年度以降の

事業内容を精査し、更なる利用者の拡大を目指し、当面の間は目標値を据え置くことと

します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【利用者数、収支率、利用者１人当たり負担額の傾向】 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 連携計画の数値目標 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

利
用
者
数
（
人

/年
）

目標値 実績値 見込値

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

市
民
満
足
度
（
％
）

目標値 実績値 見込値

0

1

2

3

4

5

6

7

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

運
行
実
施
地
域
数
（
地
域
）

目標値 実績値

目標１：利用者数の目標値と実績及び見通し 目標２：市民満足度の目標値と実績及び見通し 

目標３：運行実施地域数の目標値と実績 目標４：収支率の目標値と実績及び見通し 

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

18.0%

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

収
支
率
（
％
）

目標値 実績値 見込値

※各目標の見込値は、順調に増加傾向で推移した場合を想定した参考値。 

傾向２：収支率の増加 

平成２５年度の収支率（見込み）は、

平成２４年度より増加しています。 

9.4% 10.6%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

H24年 H25年 H26年 H27年

収
支
率
（
％
）

年度

70,752 77,369 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

H24年 H25年 H26年 H27年

年
間
利
用
者
数
（
人
／
年
）

年度

利用者数は増加傾向にある 収支率は改善傾向にある 

1 人当たりの負担額は減少傾向にある 

傾向１：利用者数の増加 

平成２５年度の利用者数（見込み）は、

平成２４年度より増加しています。 

傾向３：利用者１人当たり負担額の減少 

平成２５年度の利用者１人当たりの負担額（見込み）は、

平成２４年度より減少しています。 
※利用者１人当たり負担額：（運行経費－収入）÷利用者数 
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沿線人口
合計

1日当たりの
平均利用者数

利用率

（人） （人/日） （％）

豊川国府線 17,600 25 0.14%

千両三上線 8,600 28 0.33%

ゆうあいの里小坂井線 10,600 24 0.23%

一宮線 9,300 28 0.30%

音羽線 9,600 21 0.22%

御津線 8,600 21 0.24%

音羽地区地域路線 3,300 24 0.73%

御津地区地域路線 8,400 15 0.18%

一宮地区地域路線 7,600 36 0.47%

御油地区地域路線 6,800 9 0.13%

豊川市コミュニティバス全体 90,400 231 0.26%

路線
収入

（運賃+広告費）
運行経費 収支率

（円/年） （円/年） （％）

豊川国府線 1,691,984 18,817,664 9.0%

千両三上線 1,744,906 12,326,349 14.2%

ゆうあいの里小坂井線 1,568,268 12,837,104 12.2%

一宮線 1,481,241 9,169,272 16.2%

音羽線 1,199,603 11,839,816 10.1%

御津線 1,238,679 13,600,766 9.1%

音羽地区地域路線 1,620,450 11,900,759 13.6%

御津地区地域路線 453,734 8,982,264 5.1%

一宮地区地域路線 737,362 7,377,384 10.0%

御油地区地域路線 593,939 9,129,698 6.5%

豊川市コミュニティバス全体 12,330,166 115,981,076 10.6%

路線

３-３．評価指標による豊川市コミュニティバス路線の評価 

（１）個々の路線単位の評価 

① 路線沿線の人口に対するバス利用率 

バスが沿線人口に応じた利用がなされているかを評価するため、路線沿線の人口に対

するバス利用率を整理しました。 

市の中心部を走行する基幹路線は利用率が低くなっている傾向があります。路線別で

は、音羽地区地域路線が最も高く０．７３％、御油地区地域路線は０．１３％と最も低

くなっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 路線の収支率 

バスが利用実態に合った効率的な運行がなされているかを評価するため、路線の収支

率を整理しました。 

市全体の収支率の平均は、１０．６％となっています。 

路線別では一宮線が最も高く１６．２％、御津地区地域路線は５．１％と最も低くな

っています。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 路線別の収支率 表 路線別の沿線人口とバス利用率 

＜バス利用率の内訳＞ 

：～0.25％ 

     ：0.26～0.50％ 

     ：0.51％～ 

＜収支率の内訳＞ 

：  ～5％ 

     ： 6～10％ 

     ：11～15％ 

     ：16％～ 

個々の路線単位の評価 

※１日当たりの利用者数は、平成 25 年度の利用見込み値 ※収入と運行経費は、平成 25年度の収支見込み値 
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豊川国府線

千両三上線
ゆうあいの里小坂井線

一宮線

音羽線
御津線

音羽地区地域路線

御津地区地域路線

一宮地区地域路線

御油地区地域路線
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円

/
人
）

バス利用率（％）

豊川国府線

千両三上線

ゆうあいの里小坂井線

一宮線

音羽線

御津線

音羽地区地域路線

御津地区地域路線

一宮地区地域路線

御油地区地域路線
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18.0%

0.000% 0.100% 0.200% 0.300% 0.400% 0.500% 0.600% 0.700% 0.800%
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支
率
（
％
）

バス利用率（％）

 ③ バス利用率と収支率の関係 

千両三上線、一宮線、音羽地区地域路線が、バス利用率と収支率が高いグループに位

置します。 

収支率が連携計画目標値の１３％より低くなる路線の中で、バス利用率は一宮地区地

域路線が高いグループ、ゆうあいの里小坂井線、音羽線、御津線はやや低くなるグルー

プ、豊川国府線、御津地区地域路線、御油地区地域路線は大きく低くなるグループに分

けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ④ 利用者１人当たり負担額と利用率の関係 

千両三上線、一宮線、音羽地区地域路線、一宮地区地域路線が、１人当たり負担額が

平均より低く、バス利用率が高いグループに位置します。 

ゆうあいの里小坂井線、音羽線、御津線は、１人当たり負担額とバス利用率が平均並

みのグループに位置し、豊川国府線、御津地区地域路線、御油地区地域路線は、１人当

たり負担額が平均より高く、バス利用率は低いグループに位置します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 路線別の利用率と収支率 

グループ１ 
収支率（高）利用率（高） 

グループ２ 
収支率（低）利用率（高） 

グループ３ 
収支率（低） 
利用率（やや低） 

グループ４ 
収支率（低）利用率（低） 

連携計画目標値 

の 13％と設定 

個々の路線単位の評価 

図 路線別の利用率と 1人当たり負担額 

平均値 

負担額が高く、

バス利用率が

低いグループ 

表 路線別の利用率と 1人当たり負担額 

平均値 

負担額とバス利用率が 

平均並みのグループ 

収入
(運賃＋広告費)

運行経費
負担額

(運行経費－収入)
H25年

年間利用者数
１人当たり
輸送負担額

利用率

（円/年） （円/年） （円/年） （人/年） （円/人） （％）

豊川国府線 1,691,984 18,817,664 17,125,680 8,739 1,960 0.14%

千両三上線 1,744,906 12,326,349 10,581,443 10,088 1,049 0.33%

ゆうあいの里小坂井線 1,568,268 12,837,104 11,268,836 8,561 1,316 0.23%

一宮線 1,481,241 9,169,272 7,688,031 10,291 747 0.30%

音羽線 1,199,603 11,839,816 10,640,213 7,403 1,437 0.22%

御津線 1,238,679 13,600,766 12,362,087 7,506 1,647 0.24%

音羽地区地域路線 1,620,450 11,900,759 10,280,309 8,758 1,174 0.73%

御津地区地域路線 453,734 8,982,264 8,528,530 4,553 1,873 0.18%

一宮地区地域路線 737,362 7,377,384 6,640,022 8,127 817 0.47%

御油地区地域路線 593,939 9,129,698 8,535,759 3,343 2,553 0.13%

豊川市コミュニティバス全体 12,330,166 115,981,076 103,650,910 77,369 1,340 0.26%

路線

※収入、運行経費、年間利用者数は、平成 25 年度の見込み値 

負担額が平均より低く、バス

利用率は高いグループ 
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路　線

豊
川
国
府
線

千
両
三
上
線

ゆ
う
あ
い
の
里

小
坂
井
線

一
宮
線

音
羽
線

御
津
線

音
羽
地
区

地
域
路
線

御
津
地
区

地
域
路
線

一
宮
地
区

地
域
路
線

御
油
地
区

地
域
路
線

①運行日 3.6 3.3 3.0 3.1 3.8 3.3 3.5 3.3 2.9 3.5

②運行本数 2.6 1.8 1.8 2.7 2.2 2.0 2.1 2.5 3.2 2.3

③始発の時間 2.8 3.5 2.8 3.1 3.0 2.6 2.6 3.7 3.1 3.3

④終発の時間 3.0 2.4 2.3 2.6 2.7 2.0 2.4 1.7 3.2 2.3

⑤運行ルート 3.4 3.3 2.0 2.9 3.4 3.5 2.8 3.2 3.2 2.9

⑥普通運賃 3.8 3.5 3.6 4.1 3.3 3.9 3.6 3.4 4.0 3.3

⑦運賃の割引 4.0 3.0 3.6 3.8 4.5 3.9 3.6 3.5 3.6 3.7

⑧東西２ゾーン制 2.6 3.0 2.5 3.6 2.7 3.2 3.2 3.0 2.9 2.0

⑨ゾーンをまたぐ際の運賃の加算 2.6 3.0 2.5 3.5 2.0 3.1 3.2 3.0 2.9 2.7

⑩バス同士の乗り継ぎ 2.8 3.0 2.3 3.0 2.6 3.5 2.9 1.5 2.8 2.3

⑪乗継券の使いやすさ 3.1 2.8 3.3 3.6 3.8 3.8 3.6 3.6 2.9 3.4

⑫ダイヤの正確さ 3.9 4.1 3.5 3.4 4.3 3.3 3.5 4.0 3.6 3.7

⑬バス停の設置位置 3.4 3.3 3.3 3.3 3.8 3.4 3.4 3.3 3.4 3.2

⑭車両の識別のしやすさ 3.7 4.1 3.0 3.8 4.1 3.7 3.5 3.9 3.7 4.0

⑮バスマップの使いやすさ 3.1 3.5 2.4 3.6 3.4 3.1 2.8 3.0 3.0 3.0

平均値 3.3 3.3 3.0 3.6 3.4 3.5 3.3 3.2 3.3 3.1

路　線

豊
川
国
府
線

千
両
三
上
線

ゆ
う
あ
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の
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小
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線
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区

地
域
路
線

一
宮
地
区

地
域
路
線

御
油
地
区

地
域
路
線

以前の外出先への回数が増えた 44% 30% 22% 40% 25% 10% 25% 22% 19% 33%

バスを利用する回数が増えた 67% 62% 50% 67% 50% 45% 43% 18% 38% 42%

バスから鉄道へ乗り継ぐ割合が増えた 62% 64% 29% 25% 28% 11% 35% 11% 17% 13%

外出できないところに、外出ができるように
なった 67% 36% 63% 70% 39% 30% 31% 11% 29% 10%

新たにバスを利用するようになった 71% 50% 75% 50% 35% 22% 33% 0% 9% 22%

送迎に頼らずに自分で移動できるように
なった 54% 62% 75% 63% 33% 11% 41% 11% 17% 45%

⑤ 各路線の評価 

ア）外出やバス利用回数増加への寄与（バス利用者アンケートより） 

バスが市民の生活の足として寄与しているかを評価するため、バス利用者にとって

の外出の変化を路線単位で整理しました。 

豊川国府線、千両三上線、ゆうあいの里小坂井線、音羽線の基幹路線において、外

出機会の増加に寄与している傾向にあり、全体を通じて基幹路線の方が外出機会の増

加に寄与している割合が高くなっています。 

地域路線の、音羽地区、御津地区、一宮地区で外出機会の増加に寄与が小さい理由

として、合併前から運行する旧町内を運行する路線があったことも影響していると考

えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ）満足度の点数結果から見たバスサービスの検証（バス利用者アンケートより） 

バスの運行サービスがニーズに合っているかを評価するため、バス利用者の満足度

を路線単位で整理しました。 

①～⑤の運行サービスについては、特に運行本数や終発時間の満足度が低い傾向に

あります。 

⑥～⑨の運賃サービス面では、多くの路線で満足度が３．０以上になっていますが、

ゾーン制やゾーン制による運賃加算では、満足度が高い路線と低い路線で分かれてい

ます。 

⑩～⑬の運行に関する項目では、特に乗り継ぎに関する満足度が低くなっています。 

⑭～⑮の車両の識別のしやすさと、バスマップの使いやすさに関しては、全体的に

満足度は高い傾向にあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【数値算出方法】 

バス利用者アンケートより、満足度に関する５段階評価の回答を、以下のように点数化し、各設問の

路線ごとの平均点を算出しています。 

非常に満足：５点、満足：４点、どちらでもない：３点、不満：２点、非常に不満：１点 

【数値算出方法】 

コミュニティバス利用者アンケートより、バスが運行を開始したことによる外出機会の変化等に

ついて、“できるようになった”、または“増えた”という回答した人の割合を示しています。 

※３．０点以上に着色 

※５０%以上に着色 

個々の路線単位の評価 
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⑥ まとめ表 

 ア）基幹路線の一覧表（豊川国府線、千両三上線、ゆうあいの里小坂井線） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個々の路線単位の評価 
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イ）基幹路線の一覧表（一宮線、音羽線、御津線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個々の路線単位の評価 
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ウ）地域路線の一覧表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個々の路線単位の評価 
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（２）路線ネットワーク全体の評価 

① 主な移動方向に対する路線網の有無 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

路線ネットワーク全体の評価 

１）移動ニーズの考え方 

移動ニーズの把握にあたっては、現在バスを必要としている市民の移動ニーズに着目して評価を行

いました。 

２）移動ニーズの評価 

多くの移動ニーズは、豊川駅周辺、市役所周辺、国府駅周辺を中心とした、市の中心部など姫街道

沿いに多く見られます。その他の移動ニーズを含めても、現在のバス路線ネットワークと概ね合致し

ています。 

図 移動ニーズ（バスを必要としている人） 

【小学校区間の移動量（人）】 

：100～249 人 

：250～499 人 

：500～999 人 

：1,000～1,999 人 

：2000 人以上 

＜凡例＞ 

：主要施設・交通結節点 

現在必要 
約 23％ 

3% 20% 62% 15%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市全体(N=3,577)

必要であるし、現在も利用 必要であるが、不便なので利用していない

今は利用しないが、将来は必要 現在も将来もバスは不要

図 市民のバスの必要性の意識（公共交通に関するｱﾝｹｰﾄ） 
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豊川駅前方面のバス停間通過人員 ゆうあいの里方面のバス停間通過人員

 
② 移動方向の区間単位での１日・１便平均乗車数 

利用実態に対して、運行本数や運行系統が合っているかを評価するために、ＯＤ調査

結果に基づいて、路線ごとで以下の整理を行いました。 
 

ア）バス停間の移動状況 

移動量を把握し、運行本数の見直しに向けた参考とするために、主要バス停間などの

区間ごとで、１日平均乗車数と１便平均乗車数を整理しました。 
 

イ）主要バス停を跨ぐ利用状況 

交通結節点などの主要バス停において、利用者の降車利用や通過利用の状況を把握し

て、運行系統の見直しに向けた参考とするために、主要バス停に到着した利用者の降車・

通過人数とその割合を整理しました。 
 
ア）バス停間の移動状況のグラフの例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ）主要バス停を跨ぐ利用状況の図の例 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

路線ネットワーク全体の評価 

【グラフ・図の見方】 

ア）バス停間の移動状況のグラフ 

①グラフは、バス停とバス停の間の利用者の通過人数を示しています。通過人数

は５日間の調査期間中の合計の通過人数を示しています。 

②グラフの上半分の黒実線で囲んだピンク色の部分のグラフは、グラフの下に記

載のあるバス停名称の左側から右側に向かう便の通過人数を示したものです。 

③グラフの下半分の黒破線で囲んだオレンジ色の部分のグラフは、②とは逆方向

の右側から左側に向かう便の通過人数を示したものです。 

④青塗りの数字は、区間ごとのバス停間における往復分の１日・１便平均乗車数

を示しています。 

⑤赤塗りの数字は、主要バス停を跨ぐ利用状況のうち、通過率のみ示したもので

す。詳細は下記の「イ）」の通りです。 

 
イ）主要バス停を跨ぐ利用状況の図 

⑥主要バス停に到着した調査期間中（５日間）の人数と、その中から主要バス停

で降車及び通過人数とその割合を、方面別に示した値となっています。 

降車： 3人/5日 

通過：21人/5日 

 計 ：24人/5日 

降車12％、通過88％

ゆうあいの里 豊川 
体育館前

豊川駅前
国府駅 

豊川 
市民病院 

降車：21人/5日 

通過：11人/5日 

 計 ：32人/5日 

降車66％、通過34％

降車： 5人/5日 

通過：16人/5日 

 計 ：21人/5日 

降車24％、通過76％

降車： 0人/5日 

通過：11人/5日 

 計 ：11人/5日 

降車0％、通過100％

降車：29人/5日 

通過： 7人/5日 

 計 ：36人/5日 

降車81％、通過19％ 

降車： 9人/5日 

通過： 6人/5日 

 計 ：15人/5日 

降車60％、通過40％ 

１日平均：15人/日 

１便平均：1.5 人/便 

通過：19％ 

１日平均：5人/日 

１便平均：0.5 人/便

１日平均：12人/日

１便平均：1.2 人/便

１日平均：3人/日 

１便平均：0.3 人/便

通過：40％ 通過：100％

通過：76％ 通過：88％

通過：34％
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１）豊川国府線 

ア）バス停間の移動状況 

豊川国府線単独で見た区間別の通過人員は、ゆうあいの里～国府駅、豊川体育館前～

豊川駅前が多くなっています。 
国府駅～豊川市役所前では、同区間での音羽線と御津線の通過人員を加えると、右図

のとおりとなり、国府駅～豊川市民病院間が最も通過人員が多くなります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ）主要バス停を跨ぐ利用状況 

豊川駅前方面では、国府駅で降車率が高く、豊川市民病院や豊川体育館前では通過率

が高くなっています。直通する音羽線と御津線の通過人員を加えると、右図のとおり、

豊川市民病院では降車率が豊川国府線単独の場合に比べて高くなります。 

ゆうあいの里方面では、国府駅や豊川体育館前で約６～７割と降車率が高い一方、豊

川市民病院では通過率が高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 

 
【参考：国府駅～豊川市役所前(市役所)間に、音羽線･御津線の直通便利用者を加えた場合】 

 
バス停間の移動状況 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要バス停を跨ぐ利用状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

路線ネットワーク全体の評価 

降車： 3人/5日 

通過：21人/5日 

 計 ：24人/5日 

降車12％、通過88％

ゆうあいの里 豊川 
体育館前

豊川駅前
国府駅 

豊川 
市民病院 

降車：21人/5日 

通過：11人/5日 

 計 ：32人/5日 

降車66％、通過34％

降車： 5人/5日 

通過：16人/5日 

 計 ：21人/5日 

降車24％、通過76％

降車： 0人/5日 

通過：11人/5日 

 計 ：11人/5日 

降車0％、通過100％

降車：29人/5日 

通過： 7人/5日 

 計 ：36人/5日 

降車81％、通過19％ 

降車： 9人/5日 

通過： 6人/5日 

 計 ：15人/5日 

降車60％、通過40％ 

豊川 
市役所前
（市役所） 豊川駅前国府駅 

豊川 
市民病院 

降車：31人/5日 

通過：41人/5日 

 計 ：72人/5日 

降車43％、通過57％ 

降車： 3人/5日 

通過：30人/5日 

 計 ：33人/5日 

降車9％、通過91％ 

降車： 59人/5日 

通過： 44人/5日 

 計 ：103人/5日 

降車57％、通過43％

降車：16人/5日 

通過：28人/5日 

 計 ：44人/5日 

降車36％、通過64％

豊川国府線 

音羽線 

御津線 

ゆうあいの里方面の移動数 91（人／5日間計） 
豊川駅前方面の移動数 85（人／5日間計） 
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（
人
/
5
日

）

豊川駅前方面のバス停間通過人員 ゆうあいの里方面のバス停間通過人員

１日平均：15人/日 

１便平均：1.5 人/便 

通過：19％ 

１日平均：5人/日 

１便平均：0.5 人/便

１日平均：12人/日

１便平均：1.2 人/便

１日平均：3人/日 

１便平均：0.3 人/便

通過：40％ 通過：100％

通過：76％ 通過：88％

通過：34％
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稲
荷
前

豊
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前

通
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（
人
/
5
日

）

豊川国府線：豊川駅前方面 音羽線：市役所方面 御津線：市役所方面

豊川国府線：国府駅方面 音羽線：国府駅方面 御津線：国府駅方面

１日平均：11人/日 

１便平均：0.4 人/便 

１日平均：8人/日 

１便平均：0.3 人/便

１日平均：12人/日

１便平均：1.2 人/便

１日平均：15人/日

１便平均：1.5 人/便

通過：64％

通過：43％

通過：91％ 

通過：57％ 

- 18 -



２）千両三上線 

ア）バス停間の移動状況 

区間別の通過人員は、上千両集会所～豊川駅前が多くなっています。上千両集会所～

豊川駅前の中では、三蔵子～豊川駅前の通過人員が多くなっています。 
１便当たりの平均乗車数は、上千両集会所～豊川駅前が 1.8人と多く、豊川駅前～三

上地区市民館では 0.3人と少なくなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ）主要バス停を跨ぐ利用状況 

三上地区市民館方面では、豊川駅前での降車率が９割以上と高くなっています。 

上千両集会所方面においても、豊川駅前での降車率が７割と高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

３）ゆうあいの里小坂井線 

ア）バス停間の移動状況 

区間別の通過人員は、ゆうあいの里～豊川体育館前が多くなっています。 
一方、豊川体育館前～西小坂井駅間では、西小坂井駅方面に向かう便の豊川体育館前

～豊川市民病院と、ゆうあいの里に向かう便の伊奈駅前萬楽～豊川体育館前の通過人員

が多い傾向にあります。 
１便当たりの平均乗車数は、ゆうあいの里～豊川体育館前が 2.0人と多く、豊川体育

館前～西小坂井駅では 0.4～0.8人と少なくなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ）主要バス停を跨ぐ利用状況 

西小坂井駅方面では、豊川体育館前と豊川市民病院とも、降車率が約８割前後と高く

なっています。 

ゆうあいの里方面では、豊川市民病院では約６割が降車していますが、豊川体育館前

では通過率が約８割と高くなっています。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

路線ネットワーク全体の評価 

上千両集会所 
豊川駅前 

三上地区市民館 

降車：48人/5日 

通過： 3人/5日 

 計 ：51人/5日 

降車94％、通過6％

降車： 7人/5日 

通過： 3人/5日 

 計 ：10人/5日 

降車70％、通過30％

豊川 
体育館前 

ゆうあいの里 西小坂井駅 豊川 
市民病院

降車：23人/5日 

通過： 7人/5日 

 計 ：30人/5日 

降車77％、通過23％

降車： 3人/5日 

通過：10人/5日 

 計 ：13人/5日 

降車23％、通過77％

降車：11人/5日 

通過： 2人/5日 

 計 ：13人/5日 

降車85％、通過15％ 

降車：16人/5日 

通過：12人/5日 

 計 ：28人/5日 

降車57％、通過43％ 
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（
人
/
5
日

）

西小坂井駅方面のバス停間通過人員 ゆうあいの里方面のバス停間通過人員

１日平均：18人/日

１便平均：2.0 人/便

１日平均：3人/日 

１便平均：0.4 人/便 

１日平均：6人/日 

１便平均：0.8 人/便

西小坂井駅方面の移動数 66（人／5日間計） 
ゆうあいの里方面の移動数 71（人／5日間計） 

通過：23％

通過：77％

通過：15％ 

通過：43％
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三上地区市民館方面のバス停間通過人員 上千両集会所方面のバス停間通過人員

上千両集会所方面の移動数 61（人／5日間計） 
三上地区市民館方面の移動数 73（人／5日間計） 

通過：6％

１日平均：23人/日 

１便平均：1.8 人/便 

１日平均：3人/日 

１便平均：0.3 人/便

通過：30％
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４）一宮線 

ア）バス停間の移動状況 

途中のバス停での目立った乗降利用が少なく、豊川駅前～本宮の湯間の利用が主体と

なっていますので、通過人員は豊川駅前に近くなるほど多くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ）主要バス停を跨ぐ利用状況 

一宮地区地域路線と接続する一宮総合支所での利用状況を見ると、通過率が９～10 割

と高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５）音羽線 

ア）バス停間の移動状況 

区間別の通過人員は、音羽支所～国府駅が多くなっています。 
その他の区間の通過人員の傾向は、市役所方面ではグリーンヒル音羽～国府駅は、国

府駅に向かうほど多くなっており、国府駅～市役所では豊川市民病院までが多くなって

います。グリーンヒル音羽方面では、グリーンヒル音羽～国府駅で堀内クリニックまで

が多くなっています。 
１便当たりの平均乗車数は、国府駅～市役所の 5便に対し、グリーンヒル音羽～国府

駅が 10便と多いですが、音羽支所～国府駅は利用が多いため、路線内では 1.1人と最も
多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ）主要バス停を跨ぐ利用状況 

市役所方面では、音羽支所での降車はなく、国府駅や豊川市民病院で約４割前後が降

車しています。 

グリーンヒル音羽方面では、音羽支所、国府駅、豊川市民病院の各主要バス停で、通

過率が約７～８割と高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

路線ネットワーク全体の評価 

本宮の湯 豊川駅前 一宮 
総合支所 

降車： 0人/5日 

通過：52人/5日 

 計 ：52人/5日 

降車0％、通過100％

降車： 7人/5日 

通過：49人/5日 

 計 ：56人/5日 

降車12％、通過88％

ｸﾞﾘｰﾝﾋﾙ音羽 
国府駅 

市役所 

降車： 0人/5日 

通過：15人/5日 

 計 ：15人/5日 

降車0％、通過100％

降車： 6人/5日 

通過：22人/5日 

 計 ：28人/5日 

降車21％、通過79％

豊川 
市民病院 

降車： 6人/5日 

通過：10人/5日 

 計 ：16人/5日 

降車37％、通過63％

降車：2人/5日 

通過：7人/5日 

 計 ：9 人/5日 

降車22％、通過78％

音羽 
支所 

降車：12人/5日 

通過：16人/5日 

 計 ：28人/5日 

降車43％、通過57％ 

降車： 3人/5日 

通過： 7人/5日 

 計 ：10人/5日 

降車30％、通過70％ 
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市役所方面のバス停間通過人員 グリーンヒル音羽方面のバス停間通過人員

１日平均：7人/日 

１便平均：0.7 人/便

１日平均：2人/日 

１便平均：0.4 人/便

１日平均：1人/日 

１便平均：0.3 人/便

１日平均：11人/日 

１便平均：1.1 人/便 

グリーンヒル音羽方面の移動数 51（人／5日間計） 
市役所方面の移動数 54（人／5日間計） 

通過：57％ 通過：100％ 通過：63％

通過：79％ 通過：70％ 通過：78％
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豊川駅前方面のバス停間通過人員 本宮の湯方面のバス停間通過人員

本宮の湯方面の移動数 77（人／5日間計） 
豊川駅前方面の移動数 78（人／5日間計） 

通過：88％

通過：100％ 

１日平均：10人/日 

１便平均：1.3 人/便 

１日平均：21人/日

１便平均：2.6 人/便
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６）御津線 

ア）バス停間の移動状況 

区間別の通過人員は、御津支所～国府駅が多くなっており、国府駅～豊川市民病院も

比較的多くなっています。 
その他の区間の通過人員の傾向は、あかね児童館～愛知御津駅前の通過人員が少なく

なっています。 
１便当たりの平均乗車数は、あかね児童館～国府駅が 16便、国府駅～豊川市民病院が

10便、豊川市民病院～市役所が 8便と差がありますが、路線内では御津支所～国府駅が
最も多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ）主要バス停を跨ぐ利用状況 

市役所方面では、国府駅や豊川市民病院で約５～６割が降車しています。 

あかね児童館方面では、国府駅、豊川市民病院で通過率が約７～９割と高い一方で、

御津支所では降車率が約９割と高くなっています。 

 
 
 

 

 

 
 
 

７）音羽地区地域路線 

ア）バス停間の移動状況 

区間別の通過人員は、特に赤坂台上～あかさかクリニックが多くなっています。 
区間ごとの１日平均乗車数で見ると、各区間とも大きさ差はない状況です。 
１便当たりの平均乗車数は、赤坂台上～あかさかクリニック、名電赤坂駅～大林の 12

便に対し、あかさかクリニック～名電赤坂駅は 6便と少ないため、あかさかクリニック
～名電赤坂駅では 1.3人/便と多くなっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ）主要バス停を跨ぐ利用状況 

大林方面の便のうち、赤坂台上からの利用者は、あかさかクリニックで名鉄への乗継

利用が多く、約７割が降車しています。名電赤坂駅バス停での乗継利用は主にサンヒル

赤坂からの利用者であり、約５割が降車しています。音羽支所では、降車率は約２割と

低くなっています。 

赤坂台上方面の便では、大林方面からの利用者は、名電赤坂駅で名鉄への乗継利用が

多く、約６割が降車しています。音羽支所では、降車率は約２割と低くなっています。 
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/
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日

）

市役所方面のバス停間通過人員 あかね児童館方面のバス停間通過人員

路線ネットワーク全体の評価 

あかね児童館方面の移動数 52（人／5日間計） 
市役所方面の移動数 65（人／5日間計） 

あかね児童館   市役所 

通過：43％通過：54％ 通過：74％ 

通過：14％ 通過：79％ 通過：92％

１日平均：5人/日 

１便平均：0.3 人/便 

１日平均：11人/日 

１便平均：0.7 人/便 

１日平均：5人/日 

１便平均：0.5 人/便
１日平均：3人/日 

１便平均：0.4 人/便

国府駅 

降車： 5人/5日 

通過：14人/5日 

計 ：19人/5日 

降車26％、通過74％ 

降車：31人/5日 

通過： 5人/5日 

 計 ：36人/5日 

降車86％、通過14％ 

豊川 
市民病院 

降車：20人/5日 

通過：15人/5日 

 計 ：35人/5日 

降車57％、通過43％

降車： 1人/5日 

通過：12人/5日 

 計 ：13人/5日 

降車8％、通過92％

御津 
支所 

降車：18人/5日 

通過：21人/5日 

 計 ：39人/5日 

降車46％、通過54％

降車： 4人/5日 

通過：15人/5日 

 計 ：19人/5日 

降車21％、通過79％

赤坂台上   大林 

降車：29人/5日 

通過：14人/5日 

 計 ：43人/5日 

降車67％、通過33％

名電 
赤坂駅 

降車：12人/5日 

通過：13人/5日 

 計 ：25人/5日 

降車48％、通過52％ 

降車：18人/5日 

通過：12人/5日 

 計 ：30人/5日 

降車60％、通過40％ 

あかさか 
クリニック 

音羽 
支所 

降車： 7人/5日 

通過：26人/5日 

 計 ：33人/5日 

降車21％、通過79％

降車： 5人/5日 

通過：21人/5日 

 計 ：26人/5日 

降車19％、通過81％
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大林方面のバス停間通過人員 赤坂台上方面のバス停間通過人員

大林方面の移動数 89（人／5日間計） 
赤坂台方面の移動数 50（人／5日間計） 

１日平均：9人/日 

１便平均：0.8 人/便

１日平均：12人/日

１便平均：1.0 人/便

１日平均：8人/日 

１便平均：1.3 人/便

通過：33％ 通過

52％

通過：81％ 
通過

40％

通過：79％ 

- 21 -



８）御津地区地域路線 

金野･北部小線を除いて、乗車数は全体的に少なくなっています。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９）一宮地区地域路線 

いかまい館の施設利用が主体の路線となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10）御油地区地域路線 

主に御油地区内と国府駅やピアゴ国府店の利用が主体になっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤根･大草線 金野･豊沢線 

金野･北部小線 下佐脇･御馬線 
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上佐脇･広石線
１日平均：15人/日 

１便平均：15人/便 

１日平均：2人/日 

１便平均：0.3 人/便

１日平均：5人/日 

１便平均：0.8 人/便

１日平均：1人/日 

１便平均：0.2 人/便 

１日平均：6人/日 

１便平均：0.9 人/便

1)金野・北部小線移動数 58（人／4日間計） 

2)下佐脇・御馬線の移動数 6（人／3日間計） 

3)上佐脇･広石線の移動数 15（人／3日間計） 

4)赤根・大草線の移動数 2（人／2日間計） 

5)金野・豊沢線の移動数 11（人／2日間計） 

中回り 西回り 東回り 
１日平均：7人/日 

１便平均：3.6 人/便

１日平均：11人/日

１便平均：2.7 人/便

１日平均：17人/日

１便平均：4.2人/便
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1）東回りの移動数 29（人／4日間計） 
2）中回りの移動数 67（人／4日間計） 
3）西回りの移動数 43（人／4日間計） 
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１日平均：11人/日

１便平均：1.8 人/便

御油地区地域路線の移動数 55（人／5日間計） 

路線ネットワーク全体の評価 
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③ 現在の交通結節点での乗継利用者数、乗継待ち時間 

交通結節点などの主要バス停や駅において、移動ニーズに合った乗継利便性が確保さ

れているかを評価するために、バス路線相互及びバスと鉄道の主な乗継利用の人数と待

ち時間を整理しました。 
 
 
  ア）バス路線相互の乗継利用（ＯＤ調査より） 

バス路線相互の乗継利用は、豊川駅前、豊川体育館前、国府駅、音羽支所の各バス停

において、下図の方向の乗継利用が目立っています。 

音羽線、御津線、一宮線は直通系統の利用であるため、乗継利用は生じていません。 

異なる２つの路線の乗継利用で目立つ移動は、豊川国府線とゆうあいの里小坂井線、

音羽線と音羽地区地域路線となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

路線ネットワーク全体の評価 

●国府駅バス停の主な乗継利用 

乗継路線の名称 概要 乗継人数 待ち時間 

音羽線 ⇔ 市役所直通 
午前の第２便と午後の第８便で市民病

院を始め、市の中心部方面までの直通

利用が多くなっています。 

16 人/5 日 
0 分 

（直通） 

御津線 ⇔ 市役所直通 
午前の第１・３・５便で市民病院まで

の直通利用が多くなっています。 
18 人/5 日 

0 分 

（直通） 

 

●豊川駅前バス停の主な乗継利用 

乗継路線の名称 概要 乗継人数 待ち時間 

一宮線 ⇔ 
豊鉄ﾊﾞｽ豊川線 
直通 

豊川駅前バス停に到着した一宮線の利

用者のうち、約４割は豊鉄バス豊川線

を直通で利用しています。 

64 人/5 日 
0 分 

（直通） 

 

●豊川体育館前バス停の主な乗継利用 

乗継路線の名称 概要 乗継人数 待ち時間 

ゆうあいの里 

小坂井線 
⇔ 豊川国府線 

午前のゆうあいの里小坂井線の第４便

で、豊川駅前方面からゆうあいの里へ

の乗継利用が多くなっています。 

帰りはゆうあいの里小坂井線の第９便

で、ゆうあいの里から豊川駅前方面へ

の乗継利用が多くなっています。 

11 人/5 日 7～36 分 

 

●音羽支所バス停の主な乗継利用 

乗継路線の名称 概要 乗継人数 待ち時間 

音羽線 ⇔ 
音羽地区 

地域路線 

午前に音羽地区地域路線から音羽線へ

の乗継利用が多く、午後に音羽線から

音羽地区地域路線への乗継利用が多く

なっています。 

11 人/5 日 2～22 分 

 

バス路線相互の主な乗継利用の方向 

音羽支所 

国府駅 豊川 

体育館前

豊川 

市民病院

豊川駅前

豊川国府線 

ゆうあいの
里小坂井線 

一宮線 

音羽線 

御津線 
 
音羽地区 
地域路線  
豊鉄バス 
豊川線 
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音羽線(N=351)
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豊川国府線 40 264 124 53 9 490

千両三上線 55 55

ゆうあいの里小坂井線 244 7 9 260

一宮線

音羽線 17 28 29 276 1 351

御津線 63 12 20 21 116

音羽地区地域路線 355 355

御津地区地域路線

一宮地区地域路線

御油地区地域路線 7 59 66

386 40 304 506 150 276 31 1,693合計

合
計

乗継先路線

発
行
路
線

 
イ）バス路線相互の乗継利用（毎月の運行実績より） 

乗継券の発行実績に基づいて、ＯＤ調査の結果を補足します。 

ＯＤ調査以外で目立っている乗継利用は、主に豊川国府線から千両三上線・音羽線・

御津線への乗継利用や、御津線から豊川国府線、音羽線・御油地区地域路線への乗継利

用が目立ちます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

利用者全体に示す乗継券利用の比率（平成 25 年 4 月～平成 26 年 2 月実績） 

路線ネットワーク全体の評価 

路線ごとの乗継券の発行実績（平成 25 年 4 月～平成 26 年 2月実績）  単位：人 

路線ごとの乗継先の割合（平成 25 年 4 月～平成 26 年 2 月実績） 
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ウ）バスと鉄道との乗継利用（ＯＤ調査より） 

鉄道駅での乗継利用は、豊川駅・豊川稲荷駅、国府駅、名電赤坂駅の各駅において、

下図の方向の乗継利用が目立っています。 

特に乗継人数が多い移動は、千両三上線とＪＲ・名鉄線、一宮線とＪＲ・名鉄線、音

羽地域路線と名鉄線となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

待ち時間は、2～33分の幅にあります。 
国府駅や豊川駅は、１時間当たりの列車本数が日中でも４本/時以上※ありますので、

最大の待ち時間でも短い傾向にありますが、名鉄名古屋本線の名電赤坂駅の列車本数は

２本/時となっていますので、最大の待ち時間は 33分となっています。 
※豊川駅のＪＲ飯田線は、豊橋方面の列車の場合です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●国府駅での乗継利用 

乗継路線の名称 概要 乗継人数 待ち時間

豊川国府線 ⇔ 名鉄名古屋本線 
ゆうあいの里方面からの乗継利用が目立って

います。 
13 人/5 日 4～14 分 

 

●豊川駅での乗継利用 

乗継路線の名称 概要 乗継人数 待ち時間

豊川国府線 ⇔ ＪＲ線 
ＪＲ飯田線との乗継利用がやや目立っていま

す。 
13 人/5 日 4～16 分 

千両三上線 ⇔ ＪＲ・名鉄線 
ＪＲ飯田線の豊橋方面、及び名鉄豊川線との

乗継利用が多くなっています。 
57 人/5 日 4～23 分 

一宮線 ⇔ ＪＲ・名鉄線 
ＪＲ飯田線の豊橋方面、及び名鉄豊川線との

乗継利用が多くなっています。 
35 人/5 日 4～27 分 

 

●その他の駅での乗継利用 

乗継路線の名称 概要 乗継人数 待ち時間

音羽地域路線 ⇔ 名鉄名古屋本線 名電赤坂駅での乗継利用が目立っています。 62 人/5 日 2～33 分 

 

路線ネットワーク全体の評価 

バスと鉄道の主な乗継利用の方向 

豊川国府線 

千両三上線 

一宮線 

ＪＲ飯田線 

名鉄線 

名電赤坂駅 

国府駅 

豊川駅 

豊川稲荷駅
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（３）市民・地域・利用者視点の評価 

① 外出機会の変化 

バスが市民の生活の足として寄与しているかを評価するため、地域単位（中学校区単

位）での外出機会の変化を整理しました。 

市の北西部（音羽中学校区・西部中学校区・中部中学校区）の学校区は、バスの運行

により外出機会が増えたという回答の割合が高くなっています。特に音羽中学校区では、

音羽地区地域路線の利用率が高い傾向と一致しています。 

一方で、市の中心部の金屋中学校区や代田中学校区、御津中学校区では外出の変化を

感じている割合が低くなっており、豊川国府線や御津地区地域路線の利用率の低さと一

致しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
② 利便性が上がったと感じる人の割合 

バスが市民の生活の足としてよい影響を与えているかを評価するため、地域単位（中

学校区単位）での利便性の変化を整理しました。 

国府駅を中心部に有する西部中学校区で、利便性が上がったと感じる割合が高くなっ

ています。その他に、北西部の音羽中学校区や南部の小坂井中学校区、南部中学校区に

かけても、利便性が上がったと感じる割合が高くなっています。 

一方で、御津中学校区では、利便性が上がったと感じる割合が、他の中学校区と比べ

て特に低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校区別のバスの外出機会が増えた人の割合（公共交通に関するアンケート） 中学校区別の利便性が上がったと感じる人の割合（公共交通に関するアンケート） 

市民・地域・利用者視点の評価 

中学校区 校区ごとの値
１．東部中 0.4%
２．南部中 0.8%
３．中部中 1.4%
４．西部中 1.6%
５．代田中 0.5%
６．金屋中 0.0%
７．一宮中 0.4%
８．音羽中 1.9%
９．御津中 0.0%
10．小坂井中 0.7%

市全体 0.9%

外出機会が増えた人
（外出機会の変化）

中学校区 校区ごとの値
１．東部中 21%
２．南部中 22%
３．中部中 29%
４．西部中 39%
５．代田中 22%
６．金屋中 23%
７．一宮中 20%
８．音羽中 23%
９．御津中 8%
10．小坂井中 28%

市全体 24%

便利になったと感じている人
（利便性の変化）
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中学校区別のバスの運行に関する満足度（公共交通に関するアンケート） 

 

③ バスの運行に関する満足度 

バスの運行サービスがニーズに合っているかを評価するため、地域単位（中学校区単

位）でのバスの運行に関する満足度を整理しました。 

バスの運行に関する満足度は、音羽中学校区で満足度が最も高くなっています。一宮

中学校区も、次いで高くなっています。それぞれの中学校区を主に運行する路線のバス

利用率の高さと一致しています。 

市全体の満足度の平均値より低い中学校区は、東部、南部、西部、代田、御津、小坂

井となっており、豊川国府線や御津地区地域路線のバス利用率の低さや、千両三上線の

三上地区やゆうあいの里小坂井線の小坂井地区の利用の少なさと一致しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ バスに関する市民の認知度 

バスの利用促進活動が市民に行き渡っているかを評価するため、地域単位（中学校区

単位）でのバスに関する認知度を整理しました。 

認知度は、音羽中学校区で最も高くなっていますが、各中学校でも半数以上の市民に

認知されており、市全体でも６４％の認知度となっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中学校区別のバスの周知状況（公共交通に関するアンケート） 

市民・地域・利用者視点の評価 

中学校区 校区ごとの値
１．東部中 55%
２．南部中 60%
３．中部中 66%
４．西部中 70%
５．代田中 63%
６．金屋中 53%
７．一宮中 62%
８．音羽中 94%
９．御津中 67%
10．小坂井中 52%

市全体 64%

コミバスの認知度

中学校区 校区ごとの値
１．東部中 3.30
２．南部中 3.34
３．中部中 3.35
４．西部中 3.30
５．代田中 3.17
６．金屋中 3.37
７．一宮中 3.43
８．音羽中 3.62
９．御津中 3.21
10．小坂井中 3.26
市全体 3.35

バスの運行に関する満足度

※満足度の数値は、５段階評

価の回答を、以下のように

点数化し、中学校区ごとの

平均点を算出しています。 
非常に満足：５点 

満足：４点 

どちらでもない：３点 

不満：２点 

非常に不満：１点 
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４－１．来年度の事業の概要・スケジュール 

次年度については、連携計画における中長期計画期間に入ります。連携計画の目標の

達成に向けて、利用促進策や待合環境整備など様々な取り組みを引き続き実施していき

ます。 

また、今年度実施しましたコミュニティバス路線の評価を踏まえながら、各路線の課

題を検証し、路線ネットワーク全体の改善の方向性を整理し、中長期的な運行計画の見

直しについて、検討を進めていきます。 

 

（１）バス利用実態調査の実施 

基幹路線６路線、地域路線４路線、及び豊鉄バス新豊線・豊川線の、バス利用実態

調査（ＯＤ調査）を行います。 
 
（２）事業評価及び路線等の見直しの検討 

① 事業評価 

平成 26 年度における連携計画の目標達成に向けた事業の取り組みについて、評
価・分析を行います。 
② 路線やサービス水準の見直しの方向性の検討 

平成 26年度以降の見直しの考え方やスケジュールを検討します。 
 
（３）路線見直しへの対応 

目標達成に向けた見直しや、利用者からの課題等に対応するため、軽微な見直しは

適宜実施します。 
 
（４）生活交通ネットワーク計画の作成・見直し 

地域公共交通確保維持改善事業を活用しているため、次年度の計画提出を行うとと

もに、軽微な路線変更に対応した生活交通ネットワーク計画の見直しを行います。 
 
（５）バス利用促進策等の検討・実施 

① 広報チラシの作成 

利用促進活動を、利用者及び市民にＰＲ・周知するために、広報資料を作成します。 
② 利用促進施策検討・実施 

利用促進施策について、夏休み小学生５０円バス等の期間限定のイベント等を検

討・実施します。 
 

（６）バス停留所待合環境整備 

コミュニティバス利用者の利便性向上のため、利用者が多い主要なバス停に対し、

ベンチの整備を行います。 

 

 

 

 

 

図 平成 26 年度の調査スケジュールのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．【協議事項】来年度の事業と予算案 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（１） バス利用実態調査の実施

（２）
事業評価及び路線等の見直しの
検討

（３） 路線見直しへの対応

(４)
生活交通ネットワーク計画の作成・
見直し

（５） バス利用促進策等の検討・実施

(６) バス停留所待合環境整備

○ ○ ○ ○

平成26年 平成27年

地域公共交通会議（4回予定）

作業項目

見直し方向性検討

調査方法検討 評価・分析

調査実施：平成26年11月頃

適宜実施

利用促進策の継続的な実施

作成・見直し

課題検討
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４－２．平成２６年度予算案 
平成２６年度の豊川市地域公共交通会議歳入歳出予算書（案）を以下に示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４－３．平成２６年度豊川市歳出予算書抄本 
平成２６年度の豊川市歳出予算書抄本を参考資料として以下に示します。 
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